
第８８回南あわじ市議会臨時会議事日程（第１号）

令和元年１１月２１日 （木） 午前１０時開議

第１ 会議録署名議員の指名

第２

　　　

会期の決定

　　　　　　

・

第３

　　　

諸般の報告

第４

　　　

委員会調査報告

第５

　　　

議長辞職の件

第６

　　

議席の変更について



報

　　　　

告議 長

令和元年１１月２１日

　

臨

　

時

　

会

　

第８７回臨時会を令和元年１０月２９日に閉会しましたが、 その後の議会及び議長の
活動状況について次のとおり報告いたします。

（令和元年度）

１０月

　

３０日～３１日

　　

全国市議会議長会研究フォーラム （正

　　

高知ぢばさんセンター

副議長出席）

１１月

　　　　　

１日

　　

明石市制施行１００周年記念式典 （議長

　　　

明石市立市民会館大ホー

出席） ル

〃

　　　　

議会報告会 （正副議長、 議会広報広聴

　　

榎列公民館
常任委員、担当議員出席）

２日

　　

国立淡路青少年交流の家開所５０周年記

　　

国立淡路青少年交流の家
念式典・祝賀会（全議員出席）

〃

　　　　

竹本駒之助師と津賀花さんを囲んでの

　　

アワジ花ホテル

　　　

夕食会 （議長出席）

３日

　　

竹本駒之助南あわじ市公演 （議長出

　　　

淡路人形座

　　　

席）

　　　　　　　　　　　　　　　

．

７日

　　

兵庫県町議会議員公務災害補償組合会 兵庫県民会館
計監査（議長出席）

８日

　　

宮城県加美町議会行政視察受入 （議

　　　

灘地区公民館
長、総務文教常任委員長、議会広報広
聴常任委員長出席）

１１ 日

　　

会派代表者会議

　　　　　　　　　　　　　

委員会室

〃

　　　　

議会報告会 （正副議長、 議会広報広聴 広田地区公民館
常任委員、担当議員出席）

１２日

　　

離島振興市町村議会議長全国大会（議 ホテルルポール麹町
長出席）

１３日

　　

南あわじ市グラウンド・ゴルフ親睦大

　　

三原健康広場グラウンド
会（議長出席）

〃

　　　　

議会運営委員会

　　　　　　　　　　　　　

委員 会室

１４日

　　

議会広報広聴常任委員会

　　　　　　　　

委員会室

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ ー

〃

　　　　

会派代表者会議

　　　　　　　　　　　　　

委員会室



１６日

　　

南あわじ市立市保育所新園舎竣工神事

　　

市保育所
（副議長・産業厚生常任委員出席）

１７日

　　

南あわじ市総合防災訓練 （全議員出

　　　

南淡中学校
席）

１８ 日

　　

会派代表者会議

　　　　　　　　　　　　　

委員会室

１９日

　　

淡路ブロック老人クラブ親善グラウン

　　

三原健康広場グラウンド
ド・ゴルフ大会 （議長出席）

〃

　　　　

議員協議会

　　　　　　　　　　　　　　　

議員協議会室

２０日

　　

南あわじ市・洲本市小中学校組合議会

　　

議場 ・



地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席する者の職氏名
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令和元年１１月２１日

南あわじ市議会
議長

　

原

　

口 育

　

大

　

様

委

　

員

　

会

　

調

　

査

　

報

　

告

　

書

　

第８０回南あわじ市議会定例会において議会広報広聴常任委員の選任が行われて以

後、閉会中に開催された所管事務調査の経過及び結果を会議規則第１０８条の規定によ

り、 別紙のとおり報告いたします。



調

　　

査

　　

概

　　

要

１

　

調査事件

（１） 議会広報誌に関する事項

（２） 議会報告会に関する事項

（３） 議会ホームページに関する事項

（４）議会ライブ配信、 録画配信に関する事項

（５） その他議会広報広聴活動に関する事項

２

　

調査の経過

　

平成３０年１１月２１日、第８０回南あわじ市議会定例会において議会広報広聴常

任委員の選任が行われ、以後、閉会中の所管事務調査申し出の承認を受け、１７回に

わたり委員会を開催した。

　

また、特色ある取り組み等を行っている関係団体への管外調査等を実施した。

（１） 調査のため閉会中に開催した委員会

　

平成３０年 １２月１４日

　

平成３１年

　

１月８ 日・ １６日、 ２月１４日、 ３月 ２６日、 ４月 ５日・１５日

　

令和

　

元年

　

５月２８日、 ６月 ２８日、 ７月８日・１ ６日、 ８月１９日、

９月１２．日、 １０月４日・１５日・ ２‐３日、 １１月 １４日

（２） 管外調査

　

令和元年５月３１日

　　

○第２回 淡路３市合同広報広聴交流会

令和元年７月９日～１０日

　

○三重県名張市議会

　　

・議場コンサートについて

　

○三重県鳥羽市議会

　　

・グループワーク形式の意見交換会について

令和元年７月１８日 ～ １ ９日

　

○毎日新聞主催

　

第３２回近畿市町村広報紙セミナー受講



（３） 管内調査

　

令和元年６月２０日

　　

○淡路三原高等学校の生徒との意見交換会

３

　

調査の結果

（１） 広報活動

○議会広報誌の発行

　　

定例会等の報告として「議会だより」を第６０号から第６３号まで計４回発行し

　

た。 視察研修で学んだことを活かし、 次の点を改善した。

　

①

　

誰もが読みやすいデザインとなるよう、特集ページを工夫した。第６１号では、

　　

平成３１年度当初予算を家計簿に例えて掲載し、 第６２号では、淡路三原高等

　　

学校の生徒との意見交換会の記事を会話調で掲載し、現場の雰囲気を伝えた。

　　

第 ６３号では、子ども議会での質問に加えて答弁も掲載し、より議論の内容が

　　

伝わるようにした。

　

②

　

表紙には写真だけでなく、地元団体が制作したゲームのキャラクタ も掲載し、

　　

手に取ってもらえるよう工夫している。

　

③

　

一般質問のページをより見やすくするため、各議員の質問項目を÷覧表にまと

　　

め、 掲載した。

　

④

　

表紙のタイトルを明るく親しみのある文字表記にすることでより多くの人に

　　

手に取ってもらえるようにした。

その他、市民インタビュ」の継続やレイアウトの整理など、様々な工夫を行って
きた。

これからも「議会を身近にする」ために、過去からの編集方針などを見直しつつ、
より市民目線に立つことを重点をこ広報誌づくりに取り組んでいきたい。

○定例会の傍聴アナウンス

　

定例会の傍聴者増加を目的に、見える議会活動の一環として、防災行政無線を活
用し傍聴の呼びかけを行った。 定例会全般の日程案内と一般質問の案内に分けて、
定例会ごとに計８回放送した。 今後も見える議会活動として行っていきたい。

○ ｏｕＴｕｂｅでの一般質問の動画配信

　

，昨年度から継続して掲載し、 年間で延べ１， １２６回の再生回数を記録した。



（２） 広聴活動

○淡路三原高等学校の生徒との意見交換会

　　

高校生の政治・行政についての関心向上を目的に、淡路三原高等学校の生徒会と

　

フリートーク形式で意見交換を行った。

　　

議員、生徒あわせて２４名が参加し、公共交通や市民まつりなど、．様々なテ」マ

　

について話し合い、 意見を板書することで、 より活発な意見交換会となった。

　　

また、淡路三原高等学校３年生全員を対象にアンケート調査を実施し、その結果

　

を市長に報告するとともに、 市議会のホ」ムペ」ジにも掲載した。

○子ども議会

　

第５回子ども議会は、 市内各小学校の代表１６名が子ども議員となり参加した。
テーマを「まちづくりについてクラスで話し合おう」とすることで、 幅広い提案や

質問について議論することができた。当日は多くの傍聴者が訪れ、子ども議員の熱

い想いが込められた発言に耳を傾けていた。

　

今後もより多様な意見を聴くための環境づくりを行うとともに、中学生や高校生

の意見を聴く場としても模索していきたい。

○議会報告会

　　

１年間の審議結果を市民に報告し 議会や市政について市民と意見交換を行うた

，め、第１０回議会報告会を榎列公民館と広田地区公民館の２会場で開催し、合計で

　

２７名の参加者があった。市民からの意見や要望、アンケ」トの集計結果は報告書

　

としてまとめ、 全議員及び市長に送付する。

　　　

・

　

また、意見交換会をグループワーク形式で行うことについての検討を重ねており、
今後の開催に向けてファシリテ」ション研修を実施した。今回の議会報告会では、
研修で学んだことを活かし、意見を板書することで、より深い意見交換ができた。

　

議会報告会は、市民の参加が減少傾向にある。開催時期や開催時間の検討、テー

マを絞った内容にするなど、議会基本条例運用基準の見直しも含め、魅力ある議会

報告会づくりに取り組みたい。

○議場コンサート

　

，

　

議場の多目的利用を促進し、議会を身近に感じていただくため、 議場コンサート

の開催について協議を行った。６月定例会での開催が望ましく、継続開催すること

が重要であるなどの意見が出たが、課題も多く、今後も継続的に検討すべき事項で

ある。
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第８０回南あわじ市議会臨時会において議会運営委員の選任が行われて以後

開催された所掌事務調査の経過及び結果を会議規則第１０８条の規定により、
別紙のとおり報告いたします。



調

　　

査

　　

概

　　

要

１

　

調査事件

（１）議会運営に関する事項

（２）議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項

（３）議長の諮問に関する事項

２

　

調査の経過

　

平成３０年１１月２１日、 第８０回南あわじ市議会臨時会において議会運営委

員の選任が行われ、以後、所掌事務調査申し出の承認を受け、１５回に
わたり委

員会を開催し、．議会運営に関する諸課題について調査を行った。

　

調査事項についての先進事例等を調査するため、兵庫県洲本市議会、福岡県大

牟田市議会、春日市議会、佐賀県嬉野市議会への管外調査を行った

（１）調査のため閉会中に開催した委員会

　

平成３．０年 １２月１４日

　

平成３１年

　

１月１０日、１月２１日、２月１５日、３月 ２５日、
４月 １０日、

４月１９日、

令和 元 年

　

５月３０日、６月２７日、７月１６日、７月１７日、７月 ２３日、

８月２２日、 ９月２４日、 １０月１５日

（２） 管外調査

　

・

　

◎平成３１年４月１５日

　　

兵庫県洲本市議会

　　　

．会議システムの導入及び運用について

　

◎令和元年７月２日～ ４日

　　

○福岡県大牟田市議会

　　　

・議会改革の取り組みについて

　　　

・まちづくり・活性化特別委員会について

　　

○福岡県春日市議会

　　　

・議会基本条例の検証及び改正について

　　　

．議会評価について

　　　

・会期中の議案審議の流れについて

　　

○佐賀県嬉野市議会

　　　

・議会基本条例の検証について

　　　

・政策討論会の設置と運用について

　　　

．会期中の議案審議の流れについて



３

　

調査の結果

（１）議会運営に関する事項

　　

毎月定例的に委員会を開催し、本会議及び委員会の日程調整並びに議会運営

　

についての協議を行った。 その中で、 議会の活動のあり方等について課題点を

　

取り上げ、円滑で効率的な運営を図るため調査研究を行った。

　　

平成３０年９月定例会から１２月定例会の間に実施してきた各会議における

　

タブレット等の活用の試験運用を平成３１年３月定例会まで延長し、議案審議

　

の充実や機能強化における効果の検証を行った。 その結果、会議におけるタブ

　

レット使用の有効性を確認し、平成３１年４月１０日には、「会議における多機

　

能携帯端末機器の使用に関する規程」 を策定し、議員及び執行部が会議におい

　

てタブレット等を活用できる環境を整えた。

（２）議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項

　

．

　　

令和元年９月、 南あわじ市議会傍聴規則の改正を行い、 第８条の 「傍聴人の

　

守るべき事項」から携帯電話等の通信機器の電源を切ることとした条文を、議

　

事進行の妨げにならない範囲で通信機器の操作を可能とする条文へ改正し、傍

　

聴人が通信機器を使用して議案等を検索できる環境を整えた。

（３）議長の諮問に関する事項

　

・

　

４月 １５日、ペ」パ」レス会議を実施している洲本市議会を視察し、システ

　

ム導，入にかかる経緯やペーパーレス会議の実際の運用状況等について調査研究

　

を行った。

　　

７月 １ ７日、ＪＡあわじ島が導入している会議システムの開発業者を招いて、

　

ペ」パ」レス会議の運営方法やタブレットの操作方法等の研修を行った。

　　

７月 ２３日、 今後、 会議においてタブレットの導入を推進し‘ていくことを、

　

本委員会で確認し、議員協議会の場で全議員の意思の統一を図った。

　　

今後も、ペーパ」レス会議の実施に向けて会議システムの導入に係る調査を

　

継続していく。

　

平成２９年５月に議会ＢＣＰの先進地で研修を受けて以来、本市議会におけ

　

る議会業務継続計画について協議を重ね、 平成３１年３月６日、南あわじ市議

　

会業務継続計画 （ＢＣＰ） を策定・施行した。

　　

また、 令和元年７月１６日には、議員の安否確認を中心とした第１回目の議
会防災訓練を実施した。

　

さらに、 策定から約６ヵ月の間、 議会ＢＣＰを活用していく中で見えてきた
課題を改善するため、令和元年９月２４日、 一部改正を行った。

　

その後、 令和元年１１月１７日に開催された南あわじ市総合防災訓練中にお
いて、第２回目の議会防災訓練を実施し、議会災害対策支援会議の開催訓練及



び被害状況等の集約訓練を行った。
今後も、議会の防災意識を高め、常に本市議会の実態に即

した運用ができる

よう、 継続的に防災訓練及び議会ＢＣＰの検証
・改正を行っていく。

予算及び決算審査特別委員会の審査方法について、審査期間中は、課長級以

上の職員を説明員として、 常時、 出席要求しているところで
あるが、 説明員の

入れ替え方式による審査の実施について協議を行い、今後も継続して協議して

いくことを確認した。

　

また、平成２４年９月に議会基本条例が制定されて以
来、７年が経過する中、

議会基本条例の検証及び改正の手法について先進地への視察を実施した。その

中で得た知識を生かし、今後、議会基本条例の検証に向けて取り組
んでいく。

　

毎年開催されている淡路議会議員研修会では、本年は８月６日に洲本市総合

福祉会館にて開催され、兵庫県立淡路医療センター所長の小山隆司
氏による「淡

路島の医療の現状と課題」についての講演に参加し、研修を受けた。

　

また、 ８月１９日には、本市議会議員研修会を開催し、前京都
府知事で京都

産業大学教授の山田啓二氏を迎えて「地方自治の未来から見る淡路の課題」を

テーマとして研修を受け、 人ロ減少と高齢化が進む本市にお
いて、 地域コミュ

ニティが進むべき方向性について提言を受けた。



議

　

席

　

の

　

変

　

更

　

に

　

つ

　

い

　

て

南あわじ市議会会議規則第３条第３項の規定に基づき、議員の議席を次のとおり変更
する。

令和元年１１月２１日

南あわじ市議会議長

　　　

原

　

ロ

　

育

　

大

議席番号 氏

　

・名 議席番号 氏

　　　

名

１

　

番

　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ １ ０

　

番

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

２

　

番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼

１ １ 番
、

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

３

　

番 １ ２

　

番
▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

４

　

番 １ ３

　

番

５

　

番

　　　　　　　

． １ ４

　

番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

６

　

番

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

１ ５

　

番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

７

　

番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼

１ ６

　

番

８

　

番 １ ７

　

番

９

　

、番 １ ８

　

番

　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′


